
学
校
法
人
日
本
工
業
大
学
は

明
治
40
年
に
工
業
教
育
の
さ
き

が
け
と
し
て
東
京
工
科
学
校
を

開
校
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

生
き
た
工
業
教
育
に
よ
っ
て
工

業
技
術
者
を
育
成
す
る
こ
と
を

教
育
方
針
と
し
、
生
産
現
場
の

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
教
育
機

関
と
し
て
産
業
界
の
期
待
に
応

え
て
き
た
。
そ
し
て
昭
和
6
年

に
は
東
京
工
業
学
校
を
併
設
。

戦
災
や
火
災
な
ど
に
も
見
舞
わ

れ
た
が
、
学
園
は
実
践
的
な
教

育
と
い
う
理
念
を
基
に
そ
れ
ら

の
危
機
を
乗
り
越
え
て
き
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
本
学
園
は

発
祥
の
地
で
あ
る
神
田
か
ら
駒

場
に
移
り
、
学
制
改
革
の
流
れ

の
中
で
中
学
校
を
併
設
し
た
東

京
工
業
高
等
学
校
が
誕
生
し
た
。

本
学
で
は
、
学
園
創
立
百
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
2

0
0
5
年
度
開
設
予
定
で
、
専

門
職
大
学
院
設
置
を
検
討
し
て

い
た
が
、
6
月
末
に
文
科
省
に

認
可
申
請
書
を
提
出
し
た
。

開
設
を
目
指
す
専
門
職
大
学

院
に
は
、
技
術
経
営
（
M
O
T
＝

M
anagem

entofTechnology

）

を
教
え
る
「
技
術
経
営
研
究
科
」

が
設
置
さ
れ
る
。

主
な
対
象
は
、
社
会
人
で
あ

り
、
入
学
資
格
の
モ
デ
ル
（
原

則
）
は
、
工
科
系
大
学
を
卒
業

し
、
5
年
以
上
の
実
務
経
験
を

経
た
27
歳
以
上
の
人
を
想
定
し

て
い
る
。
本
学
卒
業
生
の
生
涯

学
習
の
場
と
し
て
活
用
し
て
ほ

し
い
と
い
う
意
図
も
あ
る
（
詳

細
は
、
問
合
せ
の
こ
と
）。

社
会
人
が
学
び
や
す
い
よ
う

に
、
授
業
は
土
曜
日
の
終
日
と

ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
の
夜
間
に
開
講

し
、
春
休
み
・
夏
休
み
に
集
中

講
義
の
時
間
を
も
う
け
る
な
ど

の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

千
代
田
区
神
田
神
保
町
に
新

設
の
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
地

下
鉄
神
保
町
の
駅
か
ら
近
く
、

周
辺
に
は
書
店
も
多
い
な
ど
、

学
ぶ
に
は
良
い
環
境
だ
。
神
田

は
明
治
44
年
以
来
（
学
園
の
創

立
は
明
治
40
年
）
、
本
学
園
の
歴

史
上
縁
の
深
い
地
で
も
あ
り
、

学
園
創
立
1
0
0
周
年
を
記
念

し
て
、
そ
の
地
に
新
キ
ャ
ン
パ

ス
を
設
置
し
、
学
園
と
し
て
の

工
業
教
育
体
系
の
確
立
を
さ
ら

に
前
進
さ
せ
た
い
と
い
う
永
年

の
思
い
が
実
現
す
る
。

技
術
経
営
研
究
科
に
は
、
中

小
企
業
技
術
経
営
コ
ー
ス
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ

ー
ス
、
技
術
起
業
戦
略
コ
ー
ス

の
3
コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、
技

術
経
営
分
野
の
高
度
職
業
人
養

成
を
目
指
す
。

「
中
小
企
業
技
術
経
営
コ
ー

ス
」
で
は
、
中
堅
・
中
小
企
業

の
人
材
育
成
を
主
眼
と
し
、
技

術
経
営
の
基
礎
か
ら
学
び
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
能
力
を
鍛
え
て
い
く
。

本
学
卒
業
生
も
積
極
的
に
受
け

入
れ
て
い
く
方
針
だ
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
コ
ー
ス
」
は
様
々
な
研
究
機

関
や
企
業
の
管
理
職
を
主
な
対

象
と
す
る
。
近
年
、
企
業
の
新

製
品
開
発
や
、
研
究
機
関
の
研

究
の
進
め
方
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

方
式
に
な
っ
て
お
り
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
P
M
）

能
力
を
持
っ
た
人
材
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
、
経
済
産
業
省
が
設

立
し
た
「
P
M
資
格
認
定
セ
ン

タ
ー
」
等
と
も
連
携
し
、
P
M

資
格
取
得
を
目
指
し
た
教
育
も

行
っ
て
い
く
構
え
だ
。

「
技
術
起
業
戦
略
コ
ー
ス
」

で
は
、
起
業
に
関
す
る
知
識
を
、

体
系
的
、
実
践
的
に
学
ぶ
。
こ

れ
か
ら
創
業
し
よ
う
と
い
う
ベ

ン
チ
ャ
ー
志
向
の
人
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
を
支
援
す
る
ベ
ン
チ

ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
リ
ス
ト
や
地
方

公
共
団
体
の
担
当
者
な
ど
に
も

役
立
つ
内
容
が
構
想
さ
れ
て
い

る
。各

コ
ー
ス
は
、
共
通
基
礎
科

目
、
コ
ー
ス
別
主
幹
科
目
、
発

展
科
目
で
構
成
さ
れ
る
が
、
必

須
科
目
の
比
重
は
少
な
く
、
各

自
の
主
体
的
選
択
が
可
能
な
ゆ

る
や
か
な
履
修
モ
デ
ル
が
特
徴

だ
。修

了
要
件
単
位
数
は
34
単
位

以
上
。
こ
れ
を
1
年
間
で
取
得

し
、
所
定
の
最
終
試
験
に
合
格

す
る
と
「
技
術
経
営
修
士
（
専

門
職
）
」
の
修
士
号
が
授
与
さ
れ

る
。

（
4
面
に
関
連
記
事
）

昭
和
42
年
に
は
、
全
国
工
業

高
等
学
校
長
協
会
な
ど
の
熱
烈

な
支
持
を
得
て
、
日
本
工
業
大

学
が
誕
生
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。ま

た
、
平
成
17
年
4
月
か
ら

は
本
学
園
の
発
祥
の
地
で
あ
る

神
田
に
社
会
人
な
ど
を
対
象
に

し
た
専
門
職
大
学
院
及
び
専
門

学
校
を
開
設
し
、
新
た
な
歴
史

を
築
こ
う
と
学
園
関
係
者
全
員

が
意
気
を
上
げ
て
い
る
。

続
い
て
、
永
年
勤
続
者
の
表

彰
が
行
わ
れ
、
大
川
理
事
長
よ

り
賞
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ

た
。
本
年
度
の
大
学
の
永
年
勤

続
者
は
、
30
年
勤
続
者
3
名

（
梅
崎
栄
作
、
小
竿
真
一
郎
、
大

森
純
子
）
、
20
年
勤
続
者
7
名

（
石
川
豊
、
黒
津
高
行
、
川
村
清

志
、
石
井
治
実
、
宮
国
勉
、
日

下
部
恵
美
子
、
永
堀
和
江
）
、
10

年
勤
続
者
13
名
（
木
村
寛
治
、

坂
本
康
治
、
新
藤
義
昭
、
大
野

修
一
、
石
崎
克
也
、
高
木
茂
男
、

田
辺
潤
、
中
里
裕
一
、
神
雅
彦
、

渡
邉
歩
、
加
藤
直
、
鈴
木
功
作
、

荒
木
義
夫
）
の
以
上
23
名
で
あ

っ
た
。

神
馬
前
学
長
と
木
村
寛
治

客
員
教
授
を
名
誉
教
授
に

式
典
の
中
で
本
年
3
月
末
で

退
職
し
た
神
馬
敬
前
学
長
、
木
村

寛
治
客
員
教
授
（
工
業
教
育
研
究

所
長
）
に
対
し
て
名
誉
教
授
称
号

記
が
柳
澤
章
学
長
よ
り
授
与
さ

れ
、
本
学
に
お
け
る
両
氏
の
多
大

な
功
労
が
紹
介
さ
れ
た
。

来
賓
の
方
々
か
ら
の
祝
辞

来
賓
代
表
と
し
て
町
田
廣
安

（
東
工
学
園
同
窓
会
会
長
）
、
呑

澤
功
（
日
本
工
業
大
学
工
友
会

会
長
）
、
柴
崎
昭
彦
（
日
本
工
業

大
学
付
属
中
学
校
・
東
京
工
業

高
等
学
校
後
援
会
会
長
）
の
各

氏
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
最
後
に

寺
嶋
佳
章
日
本
工
業
大
学
後
援

会
会
長
よ
り
以
下
の
よ
う
な
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

歴
代
の
理
事
長
を
は
じ
め
と

す
る
学
園
関
係
者
の
努
力
と
苦

労
に
衷
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
。

後
援
会
で
は
平
成
15
年
度
か

ら
特
別
事
業
と
し
て
男
子
ロ
ッ

カ
ー
室
の
全
面
改
修
を
行
い
、

学
生
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

最
後
に
学
園
の
益
々
の
発
展

を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
後
援

会
は
諸
活
動
を
通
じ
て
大
学
へ

の
支
援
を
今
後
さ
ら
に
強
力
に

行
う
こ
と
を
誓
う
。

１
０
０
周
年
記
念
事
業
の

キ
ッ
ク
オ
フ
、
前
途
を
祝

し
て
乾
杯

式
典
終
了
後
、
3
年
後
に
迎

え
る
本
学
園
創
立
1
0
0
周
年

の
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
委

員
が
紹
介
さ
れ
、
柳
澤
章
委
員

長
に
よ
る
1
0
0
周
年
に
向
け

た
決
意
宣
言
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
竹
内
淳
彦
理
事

（
日
本
工
業
大
学
教
授
）
が
乾
杯

の
音
頭
を
と
り
、
約
1
時
間
半

の
祝
宴
が
行
わ
れ
た
。
最
後
に

大
森
和
夫
理
事
（
東
京
工
業
高

等
学
校
校
長
）
に
よ
る
万
歳
三

唱
で
学
園
創
立
97
周
年
記
念
式

典
を
締
め
く
く
っ
た
。

園
そ
の
も
の
は

1
0
0
年
近
い

歴
史
を
持
っ
て

い
ま
す
。

有
馬

い
い
こ

と
で
す
ね
。
今
、

先
生
が
お
っ
し

ゃ
ら
れ
た
よ
う

に
、
職
業
の
教

育
を
大
学
で
き

ち
ん
と
す
る
、

「
も
の
づ
く
り
の

大
学
」
が
あ
っ

て
い
い
と
思
い

ま
す
ね
。
日
本

工
業
大
学
は
実
学
の
最
た
る
も

の
で
、
そ
う
い
う
技
術
で
学
士

を
出
さ
れ
た
ら
い
い
。
私
は
旋

盤
学
士
を
出
し
て
一
向
に
構
わ

な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

司
会

大
川
先
生
、
有
馬
先
生

や
野
依
先
生
か
ら
貴
重
な
ご
意

見
を
お
伺
い
し
て
い
ま
す
が
。

大
川

有
馬
先
生
か
ら
「
本
も

の
が
一
番
大
切
な
ん
だ
」
と
い

う
こ
と
を
以
前
か
ら
お
伺
い
し
、

す
ば
ら
し
い
話
だ
な
と
思
っ
て

お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
日
、

野
依
先
生
か
ら
は
「
化
学
は
美

し
い
」
と
い
う
お
話
を
お
伺
い

し
ま
し
た
が
、
い
い
で
す
ね
、

世
界
が
広
が
り
ま
す
。

私
ど
も
は
実
学
を
技
術
教
育

の
基
本
と
考
え
て
教
育
研
究
に

携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
今
の
お

話
を
伺
い
ま
す
と
、
も
っ
と
希

望
が
広
が
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
私
ど

も
の
大
学
が
で
き
た
の
は
今
か

ら
37
年
前
で
す
が
、
我
々
の
学

自
分
で
つ
く
る
人
生
が

本
も
の
の
人
生

野
依

「
本
も
の
」
だ
と
い
う

こ
と
が
本
当
に
大
事
だ
ろ
う
と

思
う
ん
で
す
ね
。
私
も
国
立
大

学
の
評
価
委
員
長
を
や
っ
て
い

ま
す
が
、
大
学
が
一
つ
ず
つ
違

っ
た
ら
い
い
と
思
う
ん
で
す
。

私
は
順
番
を
つ
け
る
の
は
あ

ま
り
好
き
で
は
な
い
。
私
の
評

価
の
基
準
は
何
か
と
い
う
と
、

「
こ
の
人
」
あ
る
い
は
「
こ
の
も

の
」
が
か
け
が
え
の
な
い
も
の

で
あ
る
か
ど
う
か
で
す
。
代
わ

り
が
き
く
も
の
は
だ
め
。
こ
の

人
が
い
な
い
と
困
る
ん
だ
と
い

う
人
が
私
は
尊
い
の
だ
ろ
う
と

思
う
の
で
す
。
多
少
勉
強
が
で

き
た
っ
て
、
代
わ
り
が
き
く
よ

う
な
人
は
だ
め
な
ん
で
す
。

科
学
技
術
は

謙
虚
さ
が
大
切

司
会

野
依
先
生
は
研
究
家
だ

と
私
は
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

実
験
家
と
い
う
お
話
し
を
さ
れ

て
い
ま
す
ね
。

野
依

理
論
家
で
は
な
い
の
で
、

実
験
家
な
ん
で
す
。

司
会

実
験
家
と
自
負
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
ね
。

野
依

や
は
り
先
人
が
つ
く
っ

た
知
識
と
か
、
技
術
も
大
事
な

ん
で
す
が
、
自
然
に
対
し
て
謙

虚
さ
が
必
要
で
あ
っ
て
、
我
々

が
持
っ
て
い
る
知
識
と
か
、
技

術
と
い
う
の
は
ご
く
限
ら
れ
て

い
る
わ
け
な
ん
で
す
。
自
分
か

ら
実
験
し
て
つ
く
り
だ
す
と
い

う
こ
と
が
大
事
で
、
今
ま
で
の

知
識
を
超
え
た
も
の
を
つ
く
り

出
し
て
い
く
、
こ
れ
は
実
験
で

な
い
と
そ
こ
に
い
か
な
い
の
だ

ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。
そ
こ
に

新
し
い
道
が
拓
け
て
く
る
。

司
会

野
依
先
生
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
に
つ
な
が
る
研
究
論
文
も
最

初
は
な
か
な
か
評
価
さ
れ
な
か

っ
た
け
れ
ど
も
、
名
大
理
学
部

の
平
田
義
正
先
生
の
評
価
は
高

か
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

野
依

平
田
先
生
は
、
天
然
物

有
機
化
学
の
分
野
の
方
で
、
フ

グ
毒
の
構
造
を
決
め
て
世
界
的

に
有
名
に
な
ら
れ
た
方
で
す
。

大
変
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
て
、

「
10
年
く
ら
い
か
け
な
い
と
解
明

で
き
な
い
よ
う
な
問
題
で
な
い

と
選
ん
で
は
い
か
ん
」
と
若
者

を
鼓
舞
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

司
会

平
田
先
生
は
一
人
ひ
と

り
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
抜
く
力

が
非
常
に
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

柳
澤

見
抜
い
て
、
信
頼
さ
れ

る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

野
依

ご
自
身
で
見
ら
れ
る
の

で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の

目
利
き
の
方
の
意
見
を
よ
く
聞

か
れ
た
ん
で
し
ょ
う
。
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盛大に学園創立97周年記念式典開催

100周年にむけてキックオフ
平
成
16
年
6
月
29
日
（
火
）
に
本
学
体
育
館
に
て
学
園
創
立
97
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
本
学

園
教
職
員
な
ら
び
に
来
賓
多
数
が
列
席
し
た
。
冒
頭
大
川
陽
康
理
事
長
よ
り
、
関
係
者
各
位
へ
の
謝
辞

と
と
も
に
次
の
よ
う
な
挨
拶
が
あ
っ
た
。

文
科
省
に
認
可
申
請
中
の
専
門
職
大
学
院

来
春
に
は
開
設
し
、
新
た
な
歴
史
を
構
築

学
園
創
立
百
周
年
を
記
念
す
る

専
門
職
大
学
院
の
概
要

永
年
勤
続
者
表
彰

6
月
11
日
（
金
）、
元
文
部
大
臣
兼
科
学
技
術
庁
長
官
・
参
議
院
議
員
の
有
馬
朗
人
氏
と
2
0
0
1
年

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
章
・
現
理
化
学
研
究
所
理
事
長
の
野
依
良
治
氏
を
招
き
、
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

で
座
談
会
を
行
な
っ
た
。

本
学
か
ら
は
、
大
川
陽
康
理
事
長
と
柳
澤
章
学
長
が
出
席
、
司
会
は
工
業
教
育
研
究
所
・
木
村
寛
治

所
長
で
あ
る
。
こ
の
座
談
会
の
内
容
は
、
平
成
15
年
2
月
11
日
に
行
っ
た
「
感
性
と
教
養
（
有
馬
朗
人

氏
、
河
合
隼
雄
・
文
化
庁
長
官
、
平
山
郁
夫
・
日
本
画
家
・
東
京
芸
術
大
学
学
長
）」
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内

容
と
合
わ
せ
て
丸
善
よ
り
出
版
す
る
予
定
。
こ
こ
で
は
座
談
会
の
一
部
を
抜
粋
し
て
報
告
す
る
。

「
感
性
と
知
性
」
を
テ
ー
マ
に

本
も
の
に
触
れ
、
知
識
を
具
現
化

●100周年記念事業に対する決意表明を行う学長と実行委員会総メンバー

●熱心に語り合う野依氏（左）と有馬氏（右）

100周年記念事業 
推進委員会 

企画委員会 

式典委員会 

年史委員会 

建設委員会 建設第一部会（大学） 

建設第二部会（高校） 

募金第一部会（大学） 

第一部会 

第二部会 

募金第二部会（高校） 

募金委員会 

記念事業 
検討委員会 

■100周年記念事業実行委員会組織図

文
科
省
認
可

申
請
中

（

）

技
術
経
営
の
高
度
職
業
人
育
成
を
目
指
す

元
文
部
大
臣
兼
科
学
技
術
庁
長
官
　
　
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
章
学
者

有
馬
朗
人
氏
・
野
依
良
治
氏
と
座
談
会



イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

「
世
界
の
建
築
」
と
直
結
で
き
、

魅
力
的
な
建
築
の
世
界
が
身
近

に
な
る
。

教
育
環
境
整
備
で
は
、
建
築

学
科
棟
4
階
を
改
修
し
、
デ
ジ

タ
ル
教
育
環
境
を
整
備
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
室
（
写

真
①
）
に
は
、
1
ク
ラ
ス
分
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
意
し
、
設

計
製
図
の
時
間
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
以
外
の
時
間
も
学
生
が
自

由
に
設
計
や
論
文
作
成
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
す
る
。
ス
チ
ュ

ー
デ
ン
ト
ス
タ
デ
ィ
ル
ー
ム
に

は
、
マ
ル
チ
ス
ク
リ
ー
ン
を
用

意
し
、
演
習
や
作
品
講
評
の
環

境
を
整
え
る
。
将
来
的
に
は
、

建
築
家
が
海
外
か
ら
本
学
学
生

の
作
品
を
講
評
し
た
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
提
携

大
学
と
の
合
同
作
品
講
評
会
も

可
能
に
な
る
。
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ

（
写
真

②
）
は
、
情
報
検
索
な

ど
の
た
め
学
生
が
気
楽
に
利
用

で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ー

ナ
ー
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
教
育
環
境
の
整

備
は
、
建
築
学
科
の
夢
で
あ
っ

た
。
入
試
面
接
に
お
い
て
、
「
Ｃ

Ａ
Ｄ
を
勉
強
し
た
い
」
と
希
望

を
語
る
学
生
が
増
え
て
い
る
。

建
築
学
科
で
は
、
必
修
科
目
を

設
け
ず
、
学
生
ひ
と
り
ひ
と
り

が
個
性
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

組
め
る
こ
と
を
、
学
科
の
魅
力

と
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
も
、

身
近
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
あ
り
、

そ
れ
を
自
由
に
使
え
る
よ
う
に

な
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
不
可

欠
で
あ
る
。

建
築
学
科
で
は
、
こ
の
新
た

な
工
房
的
も
の
づ
く
り
環
境
が
、

学
生
の
創
作
意
欲
を
奮
い
立
た

せ
魅
力
的
な
作
品
が
生
ま
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

そ
れ
が
、
建
築
空
間
の
構
成

力
や
創
造
力
、
総
合
力
を
備
え

た
実
践
的
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を

養
成
し
、
日
本
工
業
大
学
の
教

育
力
を
世
界
に
問
う
、
新
た
な

第
一
歩
と
な
る
。

情
報
化
時
代
の
課
題

講
演
は
ま
ず
「
も
は
や
パ
ソ

コ
ン
は
主
流
で
は
な
い
」
と
い

う
言
葉
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
テ

レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と

自
動
的
に
Ｏ
Ｓ
が
立
ち
上
が
り
、

利
用
者
が
気
づ
か
な
い
う
ち
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
が
な

さ
れ
、
テ
レ
ビ
番
組
と
同
様
に

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
る
よ
う
な

時
代
が
や
っ
て
き
て
お
り
、
パ

ソ
コ
ン
は
情
報
化
時
代
の
主
流

で
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
情
報
化
時
代
は
、

当
初
環
境
負
荷
の
大
き
い
時
代

で
あ
っ
た
。
例
え
ば
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
の
仕
様
書
を
1
万
ペ
ー
ジ

作
成
す
る
の
に
、
開
発
現
場
で

は
6
万
ペ
ー
ジ
の
紙
が
使
わ
れ
、

運
用
現
場
で
は
電
子
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
の
利
用
は
、
画
面
上
で
は

な
く
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
さ
れ
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
情

報
化
時
代
は
紙
の
大
量
消
費
を

生
ん
だ
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

1
9
9
0
年
代
半
ば
ま
で
は
情

報
化
は
環
境
と
逆
行
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
変
え
た
の

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場

と
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
性
能
向

上
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
デ
ー
タ
フ

ォ
ー
マ
ッ
ト
の
革
新
と
い
う
3

つ
の
革
新
で
あ
り
、
こ
の
3
つ

の
浸
透
が
紙
の
大
量
消
費
と
い

う
状
況
に
変
化
を
与
え
た
。
た

だ
し
、
日
本
は
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

デ
ー
タ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
開
発

力
に
乏
し
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

今
日
は
電
子
メ
ー
ル
と
ウ
ェ
ブ

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
デ
ジ
カ
メ
、

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
普
及
に
よ

り
劇
的
に
紙
の
消
費
が
減
少
し

た
。
今
後
は
こ
う
し
た
新
し
い

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
環
境
に
与

え
る
影
響
を
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
紙
の
大
量
消
費
に
対
し
て

単
純
に
植
林
で
対
応
す
れ
ば
よ

い
と
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
育

林
の
た
め
に
現
地
の
人
々
の
飲

料
水
を
奪
い
か
ね
な
い
ケ
ー
ス

も
多
い
。
日
本
が
期
待
さ
れ
て

い
る
の
は
植
林
活
動
の
充
実
だ

け
で
は
な
く
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

の
技
術
開
発
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
情
報
産
業

現
在
、
情
報
産
業
の
現
場
で

は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
設
計
の

分
業
化
が
進
ん
で
お
り
、
米
国

と
イ
ン
ド
の
分
業
と
同
様
に
、

日
本
で
も
海
外
と
の
分
業
化
が

進
む
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
か
ら

は
国
内
に
残
る
仕
事
を
担
当
で

き
る
能
力
を
備
え
な
く
て
は
な

ら
ず
、
海
外
流
出
す
る
よ
う
な

能
力
だ
け
で
は
、
海
外
の
時
給

で
働
か
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

る
。
フ
リ
ー
タ
ー
の
仕
事
に
は

そ
れ
だ
け
の
価
値
し
か
支
払
わ

れ
ず
昇
給
の
未
来
は
な
い
。
正

規
社
員
と
し
て
国
内
に
残
る
仕

事
と
は
何
か
が
今
問
わ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
情
報
産
業
は
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

普
及
と
、
企
業
の
社
会
的
役
割

（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
の
重
視
と
い
う
二
つ

の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
す
る

こ
と
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
盤
に
な

る
。
さ
ら
に
パ
ソ
コ
ン
中
心
思

本
年
1
月
に
始
ま
っ
た
「
低

年
次
生
教
育
充
実
の
た
め
の
予

算
」
学
内
公
募
は
、
建
築
学
科

の
提
案
「
建
築
デ
ジ
タ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
よ
る
実
践
的
な
デ
ザ
イ

ナ
ー
養
成
の
設
計
教
育
」
が
採

択
さ
れ
た
。
タ
イ
ト
ル
は
長
い

が
、
簡
単
に
言
え
ば
「
Ｃ
Ａ
Ｄ

教
育
の
充
実
」
で
あ
る
。

近
年
、
建
築
設
計
の
世
界
か

ら
製
図
板
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消

し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
作

図
（
Ｃ
Ａ
Ｄ
）
や
空
間
表
現
が

一
般
化
し
て
い
る
。
建
築
学
科

の
卒
業
設
計
で
も
、
98
％
の
学

生
が
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
図
面
を
描
き
、

卒
業
論
文
発
表
会
で
は
、
全
員

が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
画
像
を
用
い

て
い
る
。

さ
ら
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、

作
図
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
道
具
を
越
え
、
構
想
を
練
り
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

思
考
の
道
具
へ
と
成
長
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
自
由
に
使
い

こ
な
せ
る
学
生
を
育
て
る
こ
と

は
、
建
築
学
科
に
と
っ
て
夢
で

あ
る
と
同
時
に
、
果
た
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
責
務
で
あ
る
。

建
築
学
科
の
提
案
は
、
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
教
育
環
境
整
備

の
2
本
の
柱
か
ら
な
る
。

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
1

年
次
か
ら
一
貫
し
て
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
使
っ
て
考
え
設
計
す
る

「
建
築
デ
ジ
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
の

ク
ラ
ス
を
設
け
る
。
こ
こ
で
は
、

設
計
ば
か
り
で
な
く
構
造
や
環

境
の
教
員
も
協
力
し
、
総
合
的

な
設
計
能
力
を
備
え
た
学
生
を

育
て
る
。

1
年
次
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
視
覚

イ
メ
ー
ジ
を
論
理
に
結
び
つ
け

る
設
計
能
力
が
育
つ
。
こ
の
考

え
方
は
、
も
の
に
触
れ
、
そ
の

興
味
を
起
点
に
理
論
を
学
ぶ
、

「
専
門
か
ら
基
礎
へ
」
「
具
象
か

ら
抽
象
へ
」
と
呼
ば
れ
る
本
学

教
育
の
根
幹
で
あ
る
。
ま
た
、

想
か
ら
の
脱
却
が
進
む
な
か
で
、

情
報
産
業
と
他
産
業
の
境
界
は

希
薄
に
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
へ
の
買
い
換
え
期
を
迎
え
、

情
報
産
業
は
最
大
の
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
て
い
る
。
こ

う
し
た
時
代
変
化
に
対
応
し
た

人
材
を
業
界
は
求
め
て
い
る
。

そ
の
人
材
と
は
海
外
へ
仕
事
が

流
出
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、
国

内
に
残
る
仕
事
が
で
き
る
人
。

さ
ら
に
は
海
外
と
の
接
触
が
大

切
に
な
る
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術
も
不
可
欠
と
な
る
。

今
後
、
雇
用
条
件
が
多
様
化
す

る
な
か
で
正
規
雇
用
は
確
実
に

減
少
す
る
。
い
か
に
正
規
雇
用

の
従
業
者
と
し
て
必
要
な
仕
事

が
で
き
る
か
、
時
代
を
読
む
力

が
大
切
で
あ
る
と
し
て
講
演
を

締
め
く
く
っ
た
。
遠
い
よ
う
で
、

近
い
将
来
の
姿
を
示
し
た
講
演

は
刺
激
的
で
あ
り
、
講
演
後
も

聴
講
し
た
学
生
に
囲
ま
れ
、
熱

心
に
質
問
に
お
答
え
い
た
だ
い

た
。（

共
通
系
　
本
木
弘
悌
講
師
）

5月24日・25日の2日間にわたり、更
新審査を受審し、本学のEMSは有効に
機能していると認められ、登録を更新
（平成19年6月26日迄）された。審査所
見の概要を次に述べる。
全学一丸となっての取り組みにより、

第1次環境目的・目標を達成、この間、
環境改善に向けた投資、研究体制の整
備・推進、また、講演会、エコロジー
プレス等を通じた外部コミュニケーシ
ョン等々の積極的な活動を行い、さら
には学生の環境改善活動との連携を図
り、キャンパス全体での環境マネジメ
ント活動を確固たるものにすべく努力
していることが高く評価された。
軽微な不適合、観察事項として訓練、

自覚及び能力、記録に関する意識の向
上、特に内部環境監査では目的とする
“システムが適切に実施され、維持さ
れているかを検証する”手順確立へむ
けたさらなる改善が求められた。

（環境推進事務局）

2
0
0
4
年
6
月
18
日
に
学
友
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
黒
田
氏

の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
黒
田
氏
は
情
報
シ
ス
テ
ム
関
連
の
著
書
も
多

い
第
一
線
の
経
営
者
で
、
現
在
は
中
国
に
進
出
し
た
日
本
企
業
の
情

報
技
術
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
1
年
の
3
分
の
1
は
中
国
で
過
ご
し
て
い

る
。
講
演
内
容
は
情
報
産
業
と
環
境
と
の
関
わ
り
と
、
現
場
サ
イ
ド

か
ら
見
た
情
報
産
業
の
実
情
が
中
心
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
学
の
卒

業
生
で
あ
り
、
現
在
黒
田
氏
の
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
酒
井
祐
治
氏

も
講
演
に
加
わ
っ
た
。

講
演
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

5月25日から28日｢ＮＥＷ環
境展｣が東京ビッグサイトで
開催され、本学は昨年に引き
続き環境をアピールするパネ
ル展示と３研究室から出展。
出展は、佐藤茂夫研究室の

「バイオマス利用による地域
循環システムの構築」、丹澤
祥晃研究室の「ハイブリット
風力発電装置」、菅原和士研
究室の「太陽電池発電システ
ム」。いずれも実験装置等に
よるデモンストレーションが、
好評だった。
なお、本環境展への出展は

536社ならびに26大学・産学
連携。来場者は14万人以上に
達した。

（2） 平成16年8月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第129号

NEW環境展2004に3研究室が出展

デモンストレーションに人気
写
真
は
上
か
ら
、
日
本
工
業
大
学
ブ
ー
ス
、
下
右
・
丹
澤
祥
晃
研
究
室
の
展
示
と

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
下
左
・
佐
藤
茂
夫
研
究
室
の
展
示
風
景

■日本工業大学　平成17年度入試日程

出願方式

推薦入学A方式

推薦入学B方式
（第1回）

推薦入学B方式
（第2回）
AO入試
（第1期）
AO入試
（第2期）
AO入試
（第3期）

一般入試

出願期間
9/27（月）～
10/1（金）
8/30（月）～
9/28（火）

11/22（月）～
12/4（土）

10/18（月）～
11/5（金）

11/26（金）～
12/6（月）
2/21（月）～
2/26（土）

1/7（金）
～2/5（土）

日　　　　程
試験／面接

9/25(土)～10/2(土)の
内1日

12/11(土)

11/13(土) ・14(日)の
内1日
12/11(土) ・12(日)の
内1日

3/5(土)

2/12（土）全学科
2/13（日）全学科
2/14（月）全学科
（受験日自由選択制）

合格発表日

10/16（土）

10/16（土）

12/18（土）

11/20（土）

12/18（土）

3/11（金）

2/21（月）

入学手続締切日
第１回目 11/1（月）
第２回目 1/17（月）
第１回目 11/1（月）
第２回目 1/17（月）
第１回目 12/27（月）
第２回目 1/17（月）
第１回目 12/3（金）
第２回目 1/17（月）
第１回目 12/27（月）
第２回目 1/17（月）

3/18（金）

2/28（月）

本学で先端技術研究の取り組みを

お問い合せ先：教務部教務課　大学院入試係
TEL 0480-33-7507 URL http://www.nit.ac.jp

◆大学院工学研究科 博士前期課程・博士後期課程
＊機械工学専攻＊電気工学専攻＊建築学専攻
＊システム工学専攻＊情報工学専攻

日　　　程

受付期間 面接試験 合格発表 手続締切

一次募集 平成16年9月21日～30日 10月6日 10月15日 平成17年1月28日

二次募集 平成17年2月14日～22日 2月28日 3月5日 平成17年3月11日

■平成17年度　大学院　社会人特別選抜入試日程

社会人大学院生 募集！
（日本工業大学大学院　社会人特別選抜）

■学内見学一覧
オープンキャンパス以外にも本学は随時見学を受け入れています。

4月以降の学内見学は下表の通りです。

NO 月　日 対象 高校名 参加者

1 4月23日 ３年 栃木県立佐野松陽高校 40

2 5月15日 中学校１年 日本工業大学付属中学校 180

3 5月27日 １年 付属東京工業高校 140

4 5月28日 ３年 浦和工業高校 37

5 5月29日 ３年 栃木県立足利工業高校 15

6 6月 4 日 ３年 群馬県立桐生工業高校 75

7 6月 9 日 保護者 埼玉県立栗橋高校 24

8 6月11日 ３年・保護者 埼玉県立春日部工業高校 67

9 6月12日 ３年・保護者 安田学園高校 21

10 6月14日 １年・保護者 付属東京工業高校 90

11 6月18日 ３年・保護者 栃木県立那須清峰高校 30

12 6月18日 ３年 群馬県立藤岡工業高校 45

13 6月21日 １年・保護者 付属東京工業高校 60

14 6月22日 １年・保護者 付属東京工業高校 150

15 7月 8 日 １年 群馬県立館林商工高校 40

16 7月 9 日 保護者 埼玉県立行田工業高校 25

合　　計 1,039

今年初のオープンキャンパスは盛況
7月17日（土）今年最初のオープンキャンパスが

開催されました。多数の高校生や保護者の方々の

ご参加をいただき、数々の催し物も好評でした。

次回は８月21日（土）開催。より多くの皆様の参

加を期待しています。

オープンキャンパス
8月21日（土）・10月23日（土）

いずれも11時から
SLの運転、模擬授業、施設・研究室見学
など、楽しい催しを沢山用意しています。

低
年
次
生
教
育
充
実
の
た
め
の
予
算
に

「
建
築
デ
ジ
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
採
択

建
築
学
科
主
任

波
多
野
　
純

特
別
講
演
　
変
貌
す
る
情
報
産
業
と
環
境
の
関
わ
り

〜
実
効
の
時
代
が
や
っ
て
き
た
！
〜

講
師
（
株
）
情
報
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
Ｃ
Ｔ
Ｏ

黒
田
　
聡
氏

ISO14001更新審査受審

①

②



本
学
大
学
院
建
築
学
専
攻
博

士
後
期
課
程
１
年
の
赤
澤
真
理

さ
ん
（
波
多
野
研
究
室
）
の
論

文
「
一
連
の
源
氏
物
語
絵
を
通

し
て
み
た
17
世
紀
に
お
け
る
寝

殿
造
の
理
解
と
そ
の
変
容
要
因

―
―
土
佐
派
・
住
吉
派
の
源
氏

物
語
画
帖
を
中
心
に
―
―
」
が
、

日
本
建
築
学
会
関
東
支
部
研
究

報
告
会
に
お
い
て
「
若
手
研
究

優
秀
報
告
賞
」
を
受
賞
し
た
。

ま
た
、
関
東
地
区
の
大
学
の
建

築
史
に
関
す
る
卒
業
・
修
士
論 赤澤真理さん

い
一
心
で
、
昨
年
の
秋
学
期

を
休
学
。
そ
の
期
間
ラ
ン
ニ

ン
グ
に
専
念
し
、
今
春
3
月

に
行
わ
れ
た
立
川
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
に
出
場
。
本
人
は

「
記
録
的
に
は
不
満
」
と
い

う
も
の
の
、
見
事
念
願
で
あ

っ
た
東
京
国
際
マ
ラ
ソ
ン
へ

の
出
場
資
格
を
獲
得
し
た
。

高
橋
さ
ん
の
ガ
イ
ド
ラ
ン

ナ
ー
に
選
ば
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
神
原
君
は
「
い
ま
ま
で

に
何
回
か
高
橋
さ
ん
の
伴
走

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
私
よ

り
速
い
ラ
ン
ナ
ー
が
い
る
の

に
、
高
橋
さ
ん
か
ら
選
ば
れ

友
会
』
の
人
た
ち
や
高
橋
さ

ん
と
出
会
い
、
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
大
い
に
共
感
を
覚
え
ま

し
た
。
そ
の
後
、
走
る
場
所

を
代
々
木
公
園
内
に
あ
る
織

田
フ
ィ
ー
ル
ド
に
移
し
、
毎

週
水
曜
日
の
夕
方
、
仕
事
を

終
え
て
各
地
か
ら
集
ま
っ
て

く
る
『
ア
ト
ミ
ク
ラ
ブ
』
の

人
た
ち
と
一
緒
に
走
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に

は
、
都
内
に
移
住
し
た
高
橋

さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
る
。

神
原
君
は
、
来
年
の
東
京

国
際
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
た

年
次
の
と
き
ロ
ー
ド
走
の
練

習
場
と
し
て
、
本
学
の
近
く

に
あ
る
白
岡
総
合
公
園
内
の

約
1
キ
ロ
の
周
回
コ
ー
ス
を

利
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
市

民
ラ
ン
ナ
ー
と
の
交
流
が
始

ま
っ
た
。
こ
の
頃
、
久
喜
市

に
在
住
し
て
い
た
高
橋
さ
ん

と
知
り
合
う
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。

神
原
君
は
、
当
時
の
こ
と

を
振
り
返
っ
て
、
「
白
岡
の

周
回
コ
ー
ス
で
走
っ
て
い
る

と
き
に
、
市
民
ラ
ン
ナ
ー
の

集
ま
り
で
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
を

こ
よ
な
く
愛
す
る
『
夜
人
走

神原淳一君（写真右）
建築学科４年

（岐阜県立岐南工業高校出身）

■パラリンピックで
マラソンの伴走

本紙は、今年度分からPDFファイル化
し、ウェブページで見られるようになっ

た。P D Fファイルを見るにはA d o b e
Acrobat Reader が必要だが、是非ご活用
いただきたい。URLは
http://www.nit.ac.jp/nitnp

自作のスターリングエンジンを搭載し

た車両で、スピードとアイデアを競う「ス

ターリングテクノラリー」が、今年も本学

を会場に行われる。本学が会場になるの

は3回目。競技は、①ノーマル、②ミニ、

③人間乗車（同無制限）の3クラスで所定の

コースを走る。

詳しい応募規定は、スチューデントラ

ボ・土野実験講師まで。まだまだ間に合

うので意欲的に参加してほしい。

今年は事前に関東甲信越地区機械工業

教育研究会主催の講習会も開催されるの

で、さらにレベルアップした競技が見ら

れることを期待している。

写真上は、昨年11月8日（土）に実
施された同ラリーの様子。昨年は
158チームが参加した。

6
月
22
日
、
2
回
目
の
学
長

と
私
達
学
生
代
表
に
よ
る
昼
食

懇
談
会
が
、
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
で
行
な
わ
れ
た
。
学
長
の

提
案
で
、
大
学
へ
の
要
望
を
私

達
か
ら
述
べ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

普
段
は
な
か
な
か
無
い
学
生
か

ら
の
要
望
を
直
接
ト
ッ
プ
へ
伝

え
ら
れ
る
機
会
な
の
で
、
私
達

は
次
の
よ
う
に
学
生
生
活
の
中

で
の
要
望
を
伝
え
た
。

●
学
生
代
表
か
ら
ク
ラ
ブ
棟

な
ど
施
設
面
へ
要
望
を
提
示

ま
ず
、
最
初
に
私
か
ら
、
普

段
ク
ラ
ブ
・
委
員
会
員
が
生
活

し
て
い
る
ク
ラ
ブ
棟
の
建
て
替

え
の
要
望
や
9
号
館
の
ト
イ
レ

柳
澤
学
長
と
学
生
代
表
と
の
第
2
回
懇
親
昼
食
会
が
、
6
月
22
日

（
火
）
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
学
生
自
治
会
の
委
員
長
7
名
（
詳
細

は
別
表
の
通
り
）
の
他
に
、
鈴
木
学
生
部
長
、
京
野
学
生
課
長
も
加

わ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
学
長
は
、
学
生
の
要
望
に

真
摯
に
耳
を
傾
け
、
誠
実
に
対
応
す
る
態
度
を
示
し
た
。
以
下
は
中

央
執
行
委
員
長
、
後
藤
勇
輝
君
の
報
告
で
あ
る
。

の
破
損
な
ど
に

つ
い
て
述
べ
た
。

卒
業
ア
ル
バ
ム

委
員
長
の
梁
瀬

君
か
ら
は
、
学

内
の
車
両
の
通

行
に
つ
い
て
の

意
見
が
あ
っ
た
。

梁
瀬
君
は
入
学

時
、
学
内
を
車

両
が
通
る
こ
と

と
そ
の
ス
ピ
ー

ド
に
驚
い
た
と

い
う
。
学
生
が

帰
る
時
間
帯
に
東
門
付
近
を
、

車
両
が
通
行
す
る
こ
と
は
、
危

険
で
は
な
い
か
と
発
言
し
た
。

他
大
学
で
は
学
内
に
駐
車
し
て

い
る
の
を
見
た
こ
と
が
な
い
と

い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
学
長
か
ら
は
、
本
学
設

立
当
初
は
学
生
も
学
内
に
駐
車

可
能
で
、
学
生
の
車
の
方
が
立

派
で
数
も
多
く
駐
車
し
て
い
た

と
い
う
話
が
あ
り
、
一
同
興
味

深
く
聞
い
て
い
た
。

体
育
会
会
長
の
成
嶋
君
か
ら

は
、
弓
道
場
や
野
球
場
の
付
近

に
ト
イ
レ
が
な
い
の
で
作
っ

て
ほ
し
い
と
要
望
が
あ
っ
た
。

現
在
は
武
道
場
の
脇
に
あ
る

ト
イ
レ
ま
で
行
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
し
、
試
合
の
と
き
、

他
大
学
の
選
手
が
困
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
私

か
ら
も
、
学
生
総
会
の
と
き
、

ク
ラ
ブ
棟
に
女
子
ト
イ
レ
が

な
い
が
、
ク
ラ
ブ
委
員
会
員

に
も
女
子
学
生
が
増
え
て
い

る
の
で
是
非
設
置
を
お
願
い

し
た
い
と
発
言
し
た
。
学
生
課

長
も
こ
の
問
題
を
ど
う
に
か
し

な
く
て
は
と
思
っ
て
い
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。

●
１
０
０
周
年
に
向
け
、
今

後
も
密
な
関
係
構
築
を

さ
ら
に
、
学
園
創
立
1
0
0

周
年
に
向
け
て
大
学
と
学
生
が

何
を
す
べ
き
か
な
ど
も
話
し
合

わ
れ
た
。
1
0
0
周
年
に
は
是

非
盛
大
な
祭
を
行
い
た
い
と
い

う
話
も
あ
り
、
3
年
後
の
1
0

0
周
年
が
楽
し
み
で
あ
る
。

第
2
回
目
の
昼
食
会
を
終
え
、

学
長
と
私
達
と
の
関
係
も
よ
り

一
層
深
ま
っ
た
。
是
非
今
度
は

学
長
に
ク
ラ
ブ
棟
を
見
学
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
も
回
を
重
ね
、
大
学
の
発

展
に
向
け
、
今
迄
以
上
に
意
思

疎
通
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

（
学
生
自
治
会
中
央
執
行
委
員
長

後
藤
勇
輝
）

文
を
集
め
た
第

8
回
建
築
史
交

流
会
に
お
い
て

は
、
「
建
築
史

研
究
賞
」
を
受

賞
し
て
い
る
。

こ
の
論
文
が

分
析
対
象
と
し

た
源
氏
物
語
絵

は
、
紫
式
部
の

原
作
が
成
立
し

た
平
安
時
代
ば

か
り
で
な
く
、

江
戸
時
代
に
い

た
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

の
画
家
に
よ
っ
て
描
き
継
が
れ

て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
絵
の
中
に
描
か
れ
た
建
築

物
は
、
物
語
の
舞
台
で
あ
る
平

安
時
代
の
寝
殿
造
と
は
限
ら
ず
、

絵
が
描
か
れ
た
当
時
の
上
流
階

級
の
住
宅
が
書
院
造
、
さ
ら
に

は
数
寄
屋
風
書
院
へ
と
変
化
す

る
に
つ
れ
、
こ
れ
を
反
映
す
る

よ
う
に
絵
も
変
化
し
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

の
人
々
の
上
層
住
宅
へ
の
憧
憬

が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

赤
澤
さ
ん
の
論
文
は
、
従
来

は
無
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
近

世
の
源
氏
物
語
絵
の
こ
う
し
た

性
質
に
着
目
し
、
そ
こ
か
ら
当

時
の
人
々
の
住
宅
観
に
迫
っ
た

画
期
的
な
研
究
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
論
文
と
は
別
に
、

赤
澤
さ
ん
を
代
表
と
す
る
共
同

研
究
「
物
語
絵
を
通
し
て
み
た

近
世
に
お
け
る
上
流
階
級
の
住

宅
観
に
関
す
る
研
究
―
―
一
連

の
源
氏
物
語
絵
を
中
心
に
―
―
」

が
、（
財
）
住
宅
総
合
研
究
財
団

の
研
究
助
成
に
採
択
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
学
習
院
大
学
や

千
葉
大
学
の
博
士
課
程
の
大
学

院
生
と
い
っ
た
、
美
術
史
学
分

野
の
同
世
代
の
研
究
者
と
の
学

際
的
な
研
究
で
あ
り
、
今
後
は
、

国
内
ば
か
り
で
な
く
海
外
の
美

術
館
で
の
調
査
も
予
定
さ
れ
て

い
る
。

恒
例
の
日
本
工

業
大
学
建
築
設
計

競
技
の
今
年
度
の

募
集
要
項
が
決
ま

っ
た
。
18
回
目
と

な
る
今
年
の
課
題

は
「
町
中
に
建
つ

セ
カ
ン
ド
ハ
ウ

ス
」
。
日
常
生
活

を
お
く
る
家
と
は

別
の
セ
カ
ン
ド
ハ

ウ
ス
は
一
般
的
に

は
、
森
や
林
の
な

か
、
あ
る
い
は
海

辺
と
い
っ
た
自
然
環
境
の
な
か

に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う

だ
。
し
か
し
、
も
し
仮
に
、
都

会
の
中
の
自
分
の
家
か
ら
そ
れ

ほ
ど
遠
く
な
い
と
こ
ろ
に
、
セ

カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
が
あ
る
と
し
た

ら
、
ど
ん
な
家
が
考
え
ら
れ
る

だ
ろ
う
か
？
「
町
中
に
立
つ
」

と
い
う
こ
と
の
意
味
を
考
え
な

が
ら
、
若
い
感
性
に
基
づ
い
た

斬
新
で
冒
険
的
な
提
案
を
期
待

し
て
い
る
。

応
募
資
格
は
高
等
学
校
の
建

築
科
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る

学
科
に
在
籍
す
る
生
徒
。
応
募

は
個
人
で
も
団
体
で
も
可
。
締

切
は
8
月
31
日
。
入
賞
発
表
は

9
月
末
日
。
入
賞
作
品
は
本
学

大
学
祭
期
間
中
（
11
月
5
日
〜

7
日
）
に
展
示
し
、
最
終
日
に

受
賞
式
が
行
わ
れ
る
。

審
査
委
員
は
、
建
築
家
の
奥

山
信
一
氏
、
本
学
建
築
学
科
渡

辺
勝
彦
教
授
、
同
村
口
昌
之
教

授
の
3
氏
。

本
件
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は

教
務
部
入
試
室
（
電
話
0
4
8

0
―
3
3
―
7
6
7
6
）
ま
で
。

台
湾
の
中
国
技
術
学
院
・
周

文
賢
校
長
一
行
が
、
6
月
16
日

来
学
し
た
。
本
学
と
同
学
院
は

昨
年
6
月
に
「
歴
史
的
建
造
物

の
再
利
用
」
を
研
究
題
目
と
す

る
学
術
交
流
協
定
を
結
び
、
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
日

本
と
台
湾
で
の
見
学
旅
行
な
ど

と
積
極
的
に
交
流
し
て
き
た
。

今
後
、
建
築
分
野
だ
け
で
な

く
情
報
工
学
分
野
で
も
交
流
を

進
め
、
全
学
的
な
国
際
学
術
交

流
と
な
る
よ
う
、
柳
澤
学
長
と

協
議
し
た
。
わ
ず
か
一
日
の
ハ

中
国
技
術
学
院
一
行
が
来
学

国
際
交
流

ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
っ
た
が
、

精
力
的
に
学
内
の
施
設
を
見
学

し
た
周
校
長
は
、
研
究
・
教
育

環
境
の
充
実
ぶ
り
に
感
嘆
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
一
行

に
は
、
本
学
大
学
院
を
修
了
し

た
洪
諚

氏
（
波
多
野
研
究
室
、

同
学
院
講
師
）
が
同
行
し
た
。

（3） 平成16年8月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第129号

柳
澤
学
長
第
２
回
懇
親
昼
食
会
開
催

学
生
代
表
、
施
設
面
の
改
善
な
ど
を
要
望

■
建
築
設
計
競
技
の
作
品
募
集

町中に建つセカンドハウス

日工大通信がウェブで
閲覧可能に

今
夏
の
ア
テ
ネ
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
、
B
1
（
全
盲
）

ク
ラ
ス
の
マ
ラ
ソ
ン
日
本
代

表
、
高
橋
勇
市
さ
ん
の
ガ
イ

ド
ラ
ン
ナ
ー
（
伴
走
者
）
に
、

本
学
建
築
学
科
4
年
生
の
神

原
淳
一
君
が
内
定
し
た
。

高
橋
さ
ん
は
、
秋
田
県
出

身
で
38
歳
。
現
在
、
都
内
の

会
社
で
ヘ
ル
ス
キ
ー
パ
ー
と

し
て
勤
務
し
て
い
る
。
高
橋

さ
ん
は
、
視
覚
障
害
者
の
部

で
、
マ
ラ
ソ
ン
の
世
界
記
録

（
2
時
間
37
分
43
秒
）
保
持

者
で
、
5
千
メ
ー
ト
ル
、
1

万
メ
ー
ト
ル
に
も
出
場
が
決

定
し
て
い
る
。
と
く
に
マ
ラ

ソ
ン
で
は
、
メ
ダ
ル
の
最
有

力
候
補
で
あ
る
。

神
原
君
は
、
岐
阜
県
立
岐

南
工
業
高
校
出
身
。
陸
上
競

技
部
に
所
属
し
て
お
り
、
2

た
こ
と
は
大
変
光
栄
に
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
く
だ
さ
っ
た
ア

ト
ミ
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
に
も

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
本
番
で
は
、
私
と
中

田
崇
志
さ
ん
と
い
う
方
の
2

人
で
高
橋
さ
ん
を
伴
走
し
ま

す
。
高
橋
さ
ん
の
メ
ダ
ル
獲

得
に
大
い
に
貢
献
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
現
在
の

心
境
を
語
っ
て
く
れ
た
。

神
原
君
が
所
属
す
る
研
究

室
の
伊
藤
庸
一
教
授
は
「
休

学
ま
で
し
て
、
全
国
の
マ
ラ

ソ
ン
に
出
か
け
て
い
た
労
苦

が
報
わ
れ
た
の
だ
と
思
う
。

ひ
た
む
き
に
、
こ
だ
わ
り
続

け
る
彼
の
精
神
力
な
ら
、
伴

走
を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
と
期

待
し
て
い
る
」
と
エ
ー
ル
を

送
っ
て
い
る
。

神
原
君
は
、
高
橋
さ
ん
ら

と
と
も
に
8
月
上
旬
に
高
橋

さ
ん
の
実
家
近
く
の
田
沢
湖

で
合
宿
の
予
定
。
9
月
11
日
、

ア
テ
ネ
に
向
け
て
成
田
を
出

発
し
、
9
月
26
日
の
本
番
を

迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

論
文「
源
氏
物
語
絵
…
」受
賞

独
自
の
視
点
で
源
氏
物
語
絵

を
読
み
解
く
赤
澤
真
理
さ
ん

（前列左から）柳澤学長、周校長と関係者一同

『源氏物語画帖』桐壺帖　（赤澤さんによる模写）

前列左から 瀬君、森田君、柳澤学長、石原君、成嶋君
後列左から　鈴木学生部長、後藤君、小野君、福島君

第８回スターリングテクノラリー

今年も本学を会場に11／20（土）開催

w
e
b
上
の
P
D
F
画
面

■学長・学生代表昼食会出席者
学生自治会役職 氏名 所属学科・学年 出身高校

中央執行委員会委員長 後藤 勇輝 システム・4年 狭山工業

学生環境推進委員会委員長

大学祭実行委員会委員長 森田 直樹 情報・3年 開智（埼玉県）

体育祭実行委員会委員長 石原 広樹 機械・4年 東京工業

卒業アルバム委員会委員長 瀬 達也 建築・4年 豊橋工業

学生生活向上委員会委員長 小野 啓太郎 情報・4年 宮城県工業

体育会会長 成嶋　光 情報・4年 韮崎工業

中央執行委員会庶務局長 福島　和義 システム・3年 京葉工業

今後の主な学生行事

8月3日（火）～ 4日（水）
夏祭り大会

前期試験を終えた学生に、盆踊りを踊って盛
り上がってもらう、企画の一つ。宮代進修太
鼓は見ごたえあり。

今後の主な学生行事を紹介する。是
非、積極的に参加してほしい（学生課）。

11月5日（金）～ 7日（日）
第36回若杉祭

恒例の本学大学祭。この開期中に、高校生を
対象とした建築設計競技の表彰式や、卒業後
10年、20年、30年のＯＢが集うホームカミン
グデーも開催される、秋の一大イベント。

8月7日（土）～ 9日（月）

体育会フレッシュマンキャンプ

9月15日（水）～ 17日（金）

文化団体連合会フレッシュマンキャンプ

体団と文団に所属している１年生を対象に普
段のクラブ内の活動だけでなく、他のクラブ
との交流を図るための企画。今年は、体団は
「赤倉山荘」、文団は「国立磐梯青年の家」で
行う予定。



教
育
し
て
い
く
方
針
で
す
。

そ
の
た
め
、
専
任
教
授
陣

の
ほ
と
ん
ど
に
現
役
の
実
務

家
を
予
定
し
て
お
り
、
中
小

企
業
の
経
営
者
、
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
を
立
ち
上
げ
た
経
験

者
、
国
際
的
な
研
究
機
関
で

30
年
近
く
豊
か
な
実
務
経
験

を
積
ん
だ
研
究
者
な
ど
の
招

聘
を
考
え
て
い
ま
す
。

授
業
の
方
法
に
関
し
て
い

え
ば
、
中
堅
・
中
小
企
業
の

経
営
者
は
、
す
べ
て
の
部
門

に
目
配
り
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
幅
広
い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

村川正夫教授

本
学
機
械
工
学
科
古
閑
伸
裕

教
授
は
、
こ
の
ほ
ど
日
本
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
協
会
か
ら
平
成
15
年

度
技
術
功
労
賞
を
受
賞
し
た
。

同
協
会
は
わ
が
国
の
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
メ
ー
カ
ー
を
網
羅
し
た

団
体
で
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
に
関

す
る
各
種
技
術
開
発
活
動
や
産

業
界
へ
の
普
及
促
進
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。
今
回
、
古
閑
教

授
が
受
賞
し
た
賞
は
、
同
教
授

の
研
究
成
果
で
あ
る
「
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
合
金
板
の
プ
レ
ス
加
工

技
術
の
開
発
」
に
与
え
ら
れ
た

も
の
で
、
今
後
の
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
合
金
板
の
プ
レ
ス
加
工
技
術

の
開
発
、
発
展
に
寄
与
す
る
も

の
と
評
価
さ
れ
た
。

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
は
そ
の

軽
量
性
か
ら
携
帯
電
話
や
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
の
ボ
デ
ィ
な
ど
Ｉ

Ｔ
関
連
製
品
や
自
動
車
部
品
等

に
採
用
さ
れ
て
お
り
、
基
礎
資

源
の
豊
富
さ
か
ら
、
今
後
大
幅

な
採
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、

ア
ル
ミ
よ
り
高
価
で
加
工
が
難

し
い
等
の
問
題
点
が
あ
る
。

古
閑
教
授
は
、
国
内
で
製
造

さ
れ
て
い
る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合

金
板
の
各
種
プ
レ
ス
加
工
に
お

け
る
、
成
形
温
度
や
成
形
速
度

な
ど
の
各
種
加
工
条
件
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
や
、
同
板
材
の
精

密
せ
ん
断
加
工
法
の
開
発
、
深

絞
り
加
工
や
自
由
曲
げ
加
工
な

ど
の
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
学
シ
ス
テ
ム
工
学
科
正
道

寺
勉
助
教
授
は
こ
の
ほ
ど
品
質

工
学
会
か
ら
貢
献
賞
銅
賞
を
受

本
学
電
気
電
子
工
学
科
岸
敬

二
客
員
教
授
は
こ
の
ほ
ど
チ
ェ

コ
工
科
大
学
（
プ
ラ
ハ
）
交
通

工
学
部
か
ら
表
彰
状
と
記
念
メ

ダ
ル
を
授
与
さ
れ
た
。
同
賞
は

1
8
0
0
年
代
に
チ
ェ
コ
と
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
リ
ン
ツ
の
間
に

鉄
道
馬
車
を
初
め
て
走
ら
せ
た

Ｆ.

Ｊ.

ガ
ー
ス
ナ
ー
教
授
を
記

念
し
て
、
同
大
学
へ
の
貢
献
者

に
贈
ら
れ
る
も
の
。

岸
教
授
は
02
年
に
同
大
学
電

気
工
学
部
か
ら
電
磁
気
学
の
著

名
な
学
者
で
あ
る
ト
ル
ン
カ
教

授
を
記
念
す
る
ト
ル
ン
カ
メ
ダ

ル
と
賞
状
を
受
章
し
て
お
り
、

今
回
は
2
度
目
の
受
章
で
あ
る
。

岸
教
授
は
東
芝
研
究
所
の
出

身
で
、
戦
後
日
本
の
工
業
発
展

に
関
心
を
抱
い
た
チ
ェ
コ
工
科

大
学
の
要
請
で
、
同
大
学
客
員

教
授
と
し
て
93
年
か
ら
今
日
迄
、

11
年
に
わ
た
り
「
日
本
の
製
造

業
の
経
営
」
「
日
本
の
新
幹
線
」

「
顧
客
満
足
経
営
」
「
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
手
法
」
等
に
つ
い
て
講

義
を
行
っ
て
き
た
。

な
お
、
岸
教
授
は
95
年
4
月

に
本
学
電
気
電
子
工
学
科
教
授

に
着
任
、
03
年
度
か
ら
客
員
教

授
を
勤
め
て
い
る
。

本
年
3
月
大
学
院
電
気
工
学

専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了
の
両

瀬
弘
志
君
（
神
野
研
究
室
所

属
・
富
山
工
業
高
校
出
身
）
が
、

3
月
5
日
か
ら
7
日
ま
で
ハ
ワ

イ
で
開
催
さ
れ
た
、
信
号
処
理

学
会
主
催
Ｎ
Ｃ
Ｓ
Ｐ
'04
で
「
遺

学
園
創
立
百
周
年
事
業
の

一
環
と
し
て
2
0
0
5
年
度

開
設
予
定
（
文
科
省
認
可
申

請
中
）
の
専
門
職
大
学
院
に

つ
い
て
、
開
設
準
備
室
長
・

村
川
正
夫
教
授
に
、
授
業
内

容
な
ど
の
特
色
・
ね
ら
い
な

ど
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
。

中
堅
・
中
小
企
業
に
役
立

つ
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
重
視

開
設
予
定
の
専
門
職
大
学

院
で
は
、
特
に
中
堅
・
中
小

企
業
の
実
情
に
即
し
て
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
高
め
る

教
育
を
行
う
こ
と
が
特
色
で
、

最
新
の
技
術
の
理
解
の
み
な

ら
ず
、
技
術
系
経
営
者
や
技

術
者
に
不
足
し
が
ち
な
、
経

営
の
基
礎
と
実
践
的
知
識
・

セ
ン
ス
の
獲
得
を
、
実
務
経

験
豊
富
な
教
授
陣
を
通
じ
て

そ
う
し
た
実
情
を
踏
ま
え
、

授
業
で
は
、
実
践
的
に
役
立

つ
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
中
心

と
し
て
学
生
と
の
対
話
を
重

視
す
る
い
わ
ゆ
る
相
補
的
授

業
形
態
を
実
現
し
て
ゆ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
日
で
は
、
中

堅
・
中
小
企
業
で
も
、
国
際

的
な
業
務
提
携
や
特
許
に
関

す
る
契
約
が
頻
繁
に
行
わ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
、
実
際
の
英

文
契
約
書
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
書

な
ど
を
使
用
し
、
業
務
に
直

接
役
立
つ
英
語
力
を
鍛
え
る

つ
も
り
で
す
。
同
時
に
異
文

化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
高
め
る
な
ど
、
本
当
の

意
味
で
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に

繋
が
る
専
門
職
大
学
院
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
1
面
に
関
連
記
事
）

◆
大
木
幹
雄
助
教
授
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
ポ
ル
ト
ガ
ル

（
4
／
12
〜
18
）
／
目
的
＝
Ｉ
Ｃ

Ｅ
Ｉ
Ｓ

2
0
0
4
（International

Conference
on

Enterprise
Inform

ation
System

）
に
お
け
る

研
究
発
表
◆
渡
部
修
一
教
授
（
シ

ス
テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
米

国
（
4
／
19
〜
25
）
／
目
的
＝
Ｉ

Ｃ
Ｍ
Ｃ
Ｔ
Ｆ

2
0
0
4
国
際
会
議

に
て
研
究
発
表
並
び
に
座
長
◆
神

雅
彦
講
師
（
機
械
工
学
科
）
／
出

張
先
＝
米
国
（
4
／
19
〜
25
）
／

目
的
＝
Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ｃ
Ｔ
Ｆ

2
0
0
4

国
際
会
議
に
て
研
究
発
表
◆
竹
内

貞
雄
助
教
授
（
先
端
材
料
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー
）
／
出
張
先
＝
米
国

（
4
／
22
〜
25
）
／
目
的
＝
Ｉ
Ｃ

Ｍ
Ｃ
Ｔ
Ｆ

2
0
0
4
国
際
会
議
に

て
研
究
発
表
◆
宮
澤
肇
教
授
（
機

械
工
作
セ
ン
タ
ー
）
／
出
張
先
＝

フ
ラ
ン
ス
（
4
／

24
〜
5
／

伝
的
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
用
い
た

非
線
形
ア
ナ
ロ
グ
回
路
の
自
動

設
計
法
」
の
論
文
発
表
に
お
い

て
優
秀
論
文
賞
を
受
賞
し
た
。

同
君
の
論
文
は
、
遺
伝
的
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
用
い
て
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
上
で
電
子
回
路
を
あ

た
か
も
生
き
物
の
よ
う
に
進
化

さ
せ
る
こ
と
で
、
所
望
の
電
子

回
路
を
自
動
合
成
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
今
後
の
発
展
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

賞
し
た
。

品
質
工
学
会
は
、
独
自
の
品

質
管
理
で
世
界
的
に
有
名
な
田

口
玄
一
氏
の
実
践
理
論
を
研

究
・
実
践
す
る
た
め
産
業
界
を

中
心
に
約
3
千
人
が
参
加
し
て

い
る
。
正
道
寺
助
教
授
は
多
年

に
わ
た
り
同
会
機
関
誌
の
編

集
・
執
筆
に
貢
献
し
た
。

2
）
／
目
的
＝Photonics

Europe

に
て
研
究
発
表
◆
星
野
担
之
教
授

（
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝

中
国
（
4
／
25
〜
29
）
／
目
的
＝

天
津
復
印
技
術
研
究
所
で
の
講

義
・
学
術
交
流
◆
鈴
木
康
之
教
授

（
共
通
系
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ

（
4
／
25
〜
5
／
3
）
／
目
的
＝
2

0
0
4
カ
ナ
ダ
研
修
所
修
了
式
及

び
Ｌ
Ｃ
Ｃ
コ
ン
ボ
ケ
ー
シ
ョ
ン
◆

田
中
隆
治
助
教
授
（
工
業
教
育
研

究
所
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ

（
4
／
26
〜
5
／
6
）
／
目
的
＝
中

学
生
海
外
派
遣
事
業
の
現
地
指
導

及
び
カ
ナ
ダ
のSecondary

school

に
お
け
る
多
文
化
教
育
の
実
践
に

関
す
る
研
修
◆
藤
野
充
平
教
授

（
情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
）
／
出
張

先
＝
豪
州
（
4
／

30
〜
5
／

6
）
／
目
的
＝International

P
H

O
E
N
I
C
SUserConference

に

て
論
文
発
表
◆
横
谷
真
一
郎
教
授

（
機
械
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
タ
イ

（
5
／
8
〜
13
）
／
目
的
＝
Ｉ
Ｓ
Ｔ

去
る
5
月
23
日
（
日
）
午
後

1
時
よ
り
、
大
学
学
友
会
館
ホ

ー
ル
に
て
平
成
16
年
度
後
援
会

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

議
事
は
、
学
長
並
び
に
後
援

会
長
の
挨
拶
の
後
、
小
笠
原
副

会
長
を
議
長
に
選
出
し
て
進
行

し
た
。

第
1
号
議
案
「
平
成
15
年
度

事
業
報
告
」
、
第
2
号
議
案
「
平

成
15
年
度
決
算
報
告
・
同
監
査

報
告
」
、
第
3
号
議
案
「
平
成
16

年
度
事
業
計
画
」
、
第
4
号
議
案

「
平
成
16
年
度
予
算
」
第
5
号
議

案
「
理
事
・
監
事
の
銓
衡
」
は
、

慎
重
審
議
の
上
、
全
て
承
認
さ

れ
、
総
会
は
無
事
終
了
し
た
。

Ｐ-

15
（
第
15
回
輸
送
現
象
に
関
す

る
国
際
会
議
）
に
お
け
る
国
際
科

学
委
員
会
委
員
と
し
て
出
席
、
お

よ
び
計
6
件
の
論
文
発
表
◆
原
利

次
教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）
／

出
張
先
＝
タ
イ
（
5
／
9
〜

14
）
／
目
的
＝
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｐ-

15
に
て

論
文
発
表
◆
古
閑
伸
裕
教
授
（
機

械
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
マ
レ
ー

シ
ア
（
5
／
10
〜
16
）
／
目
的
＝

3rd
InternationalConference

on
A

dvanced
M

anufacturing
Technology

に
て
研
究
発
表
◆
渡

辺
康
夫
教
授
（
電
気
電
子
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

イ
タ
リ
ア
（
5
／
16
〜
29
）
／
目

的
＝
国
際
レ
ー
ダ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
Ｉ
Ｒ
Ｓ-

04
）
に
お
け
る
研
究
発

表
並
び
に
国
際
電
波
科
学
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
（
Ｕ
Ｒ
Ｓ
Ｉ-

04
）
に
お
け

る
論
文
発
表
◆
小
倉
勝
教
授
（
機

械
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ス
ペ
イ

ン
（
5
／
22
〜
29
）
／
目
的
＝
Ｆ

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ａ
2
0
0
4
に
て
研
究

発
表
◆
鈴
木
清
教
授
（
シ
ス
テ
ム

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
台
湾

（
5
／
29
〜
6
／
1
）
／
目
的
＝
台

湾
磨
粒
加
工
学
会
特
別
講
演
会
に

て
講
演
◆
竹
内
淳
彦
教
授
（
共
通

系
）
／
出
張
先
＝
中
国
（
6
／
3

〜
5
）
／
目
的
＝
桂
林
エ
コ
ビ
レ

ッ
ジ
建
設
計
画
調
査
◆
椋
田
實
助

理
事
・
監
事
銓
衡
の
結
果
、

平
成
16
年
度
の
後
援
会
理
事
は

1
1
7
名
、
監
事
2
名
。
執
行

部
は
次
の
通
り
承
認
さ
れ
た
。

会
長
　
　
寺
嶋
佳
章
（
東
京
）

副
会
長
　
北
原
周
子
（
東
京
）

〃
　
　
中
島
　
勇
（
埼
玉
）

〃
　
　
大
場
信
夫
（
神
奈
川
）

総
務
　
　
梅
宮
　
昭
（
福
島
）

〃
　
　
窪
田
政
幸
（
兵
庫
）

財
務
　
　
青
木
　
登
（
茨
城
）

〃
　
　
松
岡
　
實
（
静
岡
）

監
事
　
　
早
坂
正
実
（
宮
城
）

〃
　
　
岩
本
由
紀
夫
（
神
奈
川
）

総
会
終
了
後
に
は
、
学
内
見

学
、
懇
親
会
も
行
わ
れ
た
。

教
授
（
情
報
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
中
国
（
6
／
5
〜
11
）
／
目

的
＝The

Third
International

Conference
on

Inform
ation

and
M

anagem
entScience

に
て
研
究

発
表
◆
玉
木
保
教
授
（
機
械
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
6
／

8
〜
14
）
／
目
的
＝
国
際
脊
柱
変

形
症
学
会
（
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
）
2
0

0
4
研
究
発
表
◆
梅
崎
栄
作
教
授

（
機
械
工
学
科
）
／
出
張
先
＝

（
6
／
8
〜
12
）
／
目
的
＝
第
10

回
Ｓ
Ｅ
Ｍ
実
験
・
応
用
力
学
に
関

す
る
国
際
学
会
に
お
け
る
論
文
発

表
◆
鈴
木
清
教
授
（
シ
ス
テ
ム
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
ト
ル
コ

（
6
／
15
〜
22
）
／
目
的
＝
Ｉ
Ｓ

Ａ
Ａ
Ｔ
2
0
0
4
（
国
際
会
議
）

に
て
発
表
お
よ
び
打
合
せ
◆
辻
村

泰
寛
助
教
授
（
情
報
工
学
科
）
／

出
張
先
＝
米
国
（
6
／

19
〜

26
）

／

目

的

＝F
o

r
t

h
International

Conference
on

M
athem

atical
M

ethods
in

Reliability
(

Ｍ
Ｍ
Ｒ
2
0
0
4)

で

の
研
究
発
表
◆
大
野
修
一
助
教
授

（
共
通
系
）
／
出
張
先
＝
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
（
6
／
20
〜
27
）
／
目
的
＝

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ヨ
ー
エ
ン
ス
大

学
で
開
催
さ
れ
る
研
究
集
会

FunctionalA
nalysis

W
orkshop

に
て
研
究
発
表

去
る
5
月
30
日
（
日
）

杉

戸
町
西
近
隣
公
園
に
於
い
て
、

杉
戸
町
教
育
委
員
会
主
催
の

「
第
18
回
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
」
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
催
し
で
は
、

毎
年
本
学
の
「
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の

運
転
」
が
好
評
で
、
当
日
は

猛
暑
の
中
、
1
7
0
0
人
以

上
の
人
た
ち
が
列
を
作
っ
て

の
乗
車
と
な
っ
た
。

開
学
し
て
か
ら
3
年
目
で
あ

る
昭
和
45
年
4
月
よ
り
昭
和
59

年
3
月
ま
で
の
14
年
間
、
本
学

の
英
語
担
当
と
し
て
ご
指
導
い

た
だ
い
た
吉
岡
勝

元
教
授
は
、

去
る
4
月
16
日
、
90
歳
で
お
亡

く
な
り
に
な
っ
た
。
そ
の
ご
遺

族
よ
り
、
6
月
22
日
、
本
学
の

育
英
事
業
に
対
し
て
50
万
円
の

寄
付
の
申
し
出
が
あ
り
、
当
日

理
事
長
が
お
受
け
し
た
。

先
生
は
開
学
当
初
の
本
学
の

英
語
教
育
に
大
変
尽
力
さ
れ
た

方
で
あ
り
、
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
と
共
に
、
ご
寄
付
い
た
だ

い
た
ご
遺
族
に
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
た
い
。

（4） 平成16年8月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第129号

◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
協
会
か
ら

古
閑
教
授
に
技
術
功
労
賞

岸
教
授
が
チ
ェ
コ
工
大
か
ら

2
度
目
の
メ
ダ
ル
受
章

11
年
に
わ
た
り
同
大
で
授
業

専
門
職
大
学
院
開
設
準
備
室
長

村
川
正
夫
教
授
が
語
る

専
門
職
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科

の
特
色

正
道
寺
助
教
授
に
品
質
工
学
会
か
ら
貢
献
賞
・
銅
賞

後
援
会
だ
よ
り

総
会
報
告
と
地
域
別
教
育
懇
談
会
日
程

杉
戸
町
教
育
委
員
会
主
催

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
で
S
L
運
行

生
涯
学
習
セ
ン
タ
―
主
催
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
メ
ン
バ
―
に

よ
る
「
弦
楽
四
重
奏
」
コ
ン
サ

―
ト
が
、
本
学
学
友
会
館
で
10

月
8
日
（
金
）
19
時
よ
り
開
催

さ
れ
る
。
申
込
み
受
付
は
9
月

13
日
（
月
）
9
時
か
ら
。
申
込

み
先
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
―
・

電
話
（
0
4
8
0
）
3
4
―
4

1
1
1
（
代
）
料
金
は
大
人
5

百
円
、
大
学
生
以
下
は
2
百
円
。

定
員
3
0
0
名
先
着
順
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
主
催
の

コ
ン
サ
ー
ト

９
月
13
日
か
ら
申
込
み
受
付

6
月
17
日
、
体
育
館
前
に
て

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

献
血
が
実
施
さ
れ
た
。
今
回
よ

り
献
血
者
の
献
血
履
歴
等
が
照

会
で
き
る
新
シ
ス
テ
ム
が
導
入

さ
れ
ス
ム
ー
ズ
な
受
付
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
尚
、
今
回

は
教
職
員
、
学
生
合
わ
せ
て
2

9
3
名
が
協
力
を
し
た
。

献
血
に
つ
い
て

吉
岡
勝
元
教
授
　
ご
遺
族
か
ら
の
寄
付

■平成16年度 地域別教育懇談会開催日程（予定）

※開催日及び会場は都合により変更となる場合があります。詳しいご案内は各支部（支部のない地域は本部）より各会員宅
に郵送されますのでそちらをご覧ください。

開　催　日 主　　催 開催都市 開催会場 対象地域
9/4（土） 蔵王支部 山形市 オーヌマホテル 山形県・宮城県
〃 秋田県支部 秋田市 協働大町ビル 秋田県

9/5（日） 栃木県支部 宇都宮市 ホテル丸治 栃木県
〃 茨城県支部 下館市 つたやホテル 茨城県
〃 群馬県支部 前橋市 マーキュリーホテル 群馬県
〃 千葉県支部 千葉市 千葉市蘇我勤労市民プラザ 千葉県

9/11（土） 福島県支部 郡山市 清稜山倶楽部 福島県
9/12（日） 青森県支部 青森市 青森グランドホテル 青森県
〃 新潟県支部 長岡市 長岡グランドホテル 新潟県
〃 長野県支部 佐久市 佐久平プラザ２１ 長野県

〃 近畿支部 尼崎市 尼崎市立小田地区会館
大阪府・兵庫県・京都府
奈良県・和歌山県・滋賀県

〃 東中国支部 津山市 津山国際ホテル 岡山県・鳥取県・四国
9/18（土） 北陸支部 富山市 富山電気ビルレストラン 富山県・石川県・福井県
9/19（日） 東海支部 名古屋市 名古屋市民会館第２会議室 愛知県・岐阜県・三重県
〃 西中国支部 未定 広島県・山口県・島根県
〃 沖縄県支部 那覇市 琉球サンロイヤルホテル 沖縄県
〃 本部（九州） 福岡市 博多グリーンホテル 九州

9/20（月・祝）岩手県支部 盛岡市 サザンパレスフォルテ 岩手県
〃 本部（四国） 高知市 高知国際ホテル 四国

9/26（日） 山梨県支部 春日居町 ホテル春日居 山梨県
〃 静岡県支部 静岡市 県男女共同参画センター 静岡県
〃 本部（北海道） 札幌市 ホテルサンルート札幌 北海道

10/3（日） 本部（近県） 大学 東京都・埼玉県・神奈川県

両
瀬
弘
志
君
が
電
子
回
路
の
自
動
設
計
に
成
功

優
秀
論
文
賞

古閑伸裕教授

▼
平
成
19
年
（
2
0

0
7
年
）
は
、
学
園

創
立
1
0
0
周
年

（
大
学
創
立
40
年
）
と

い
う
節
目
の
年
と
な

る
。
こ
れ
に
向
け
て

記
念
事
業
を
計
画
・

実
施
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
思
え
ば
、
明
治
40
年

に
認
可
さ
れ
、
翌
年
2
月
に
開

校
し
た
東
京
工
科
学
校
が
、「
即

戦
力
と
な
る
工
業
技
術
者
を
生

き
た
工
業
教
育
に
よ
っ
て
育
成

す
る
」
こ
と
を
教
育
方
針
と
し
、

日
本
の
工
業
教
育
の
先
駆
け
と

し
て
、
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
最

初
で
あ
っ
た
。
以
来
、
工
業
教

育
の
理
想
を
追
求
し
て
き
た
我

が
学
園
が
、
こ
れ
か
ら
の
1
0

0
年
に
向
け
教
育
理
念
の
再
構

築
を
図
り
、
さ
ら
な
る
教
育
の

充
実
を
目
指
す
と
と
も
に
、
新

た
な
学
校
を
神
田
の
地
に
設
置

し
、
工
業
教
育
の
体
系
を
完
成

さ
せ
て
い
く
こ
と
を
社
会
へ
宣

言
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
関

係
各
位
の
絶
大
な
応
援
を
お
願

い
し
た
い
。（
Ｆ
）

編 集 後 記

表
彰
状
と
記
念
メ
ダ
ル
を
前
に
し
た
岸
教

授
（
左
は
交
通
工
学
部
か
ら
、
右
は
電
気

工
学
部
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
）

●スポーツフェアでミニSLに乗ってゴキゲンの乗客 正道寺勉助教授両瀬弘志君

第5回ホームカミングデーが大学祭
2日目の11月6日（土）に開催される。
卒業後10年･20年･30年の方にはご案
内を発送予定。当日は学内見学ツア
ー、パーティも予定している。皆様
是非ともご参加ください。

第5回ホームカミングデー
開催のお知らせ

●昨年のホームカミングデーの様子

国
外
出
張
（
４
月
〜
７
月
）
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